
現状値 目標値

R2 R8 R3 R4 R5 R6 R7 R8

59.9% 65.0% 62.3% 60.7% 63.8% 58.8% 54.3%

現状値 目標値

R2 R8 R3 R4 R5 R6 R7 R8

1,266人 1,330人 1,393人 1,373人 1,425人 1,599人 1,582人

①

多様なスポーツイベントの開催

　ａ ＮＡＧＡＮＯスポーツ・パラスポーツフェスティバルの
開催

　ｂ 多様なスポーツイベントの開催
　　 （オリンピックデーラン・ロゲイニング等）

②

スポーツ施設の無料開放

　ａ スポーツ施設の無料開放

　ｂ 冬季スポーツに親しむ機会の創出

スポーツを軸としたまちづくりの推進

基本理念：スポーツの力で未来をつくるまちNAGANO

【施策１　だれもがスポーツを楽しめる環境づくりの推進】

◆施策の目標：市民だれもが、いつでも、どこでも気軽にスポーツを楽しむために、それぞれの地域や目的に合ったスポーツの環境づくりを推進します。

令和７年度実績

第三次長野市スポーツ推進計画　施策の展開と具体的な取組状況（令和８年度）　（課名の記載のない取組はスポーツ課が実施）

施
策

方
策

具体的な取組み（事業）
進捗状況

令和８年度計画

スポーツ教室の参加者数

(1) スポーツを始めるきっかけづくり

施策の指標
実績値

スポーツ実施率

施策１-１　スポーツ人口の拡大

施策の指標
実績値

　
○子どもから高齢者まで、誰もが参加できる魅力あるイベントを開催した。
　 10月19日　信州善光寺ロゲイニング
　 10月19日　第52回NAGANOスポーツ・パラスポーツフェスティバル
　 11月１日　　2025オリンピックデーラン長野大会

○スポーツ施設等の一部を無料開放し、市民にスポーツに親しむ機会を提供することで、スポーツ活動等への啓発を
行った。
　 ・元日（１月１日）
　 ・市民スポーツの日（毎月第３日曜日）
　 ・長野オリンピック記念平和とスポーツの日（２月1日）
　 ・スポーツの日（10月13日）
　 ・エムウェーブ無料開放（スケート滑走期間中の7日）※指定管理者による自主事業として実施

○戸隠スキー場（毎月第３日曜日）において、小学生以下のリフト一日券を無料とした。（スキー子どもの日）
　 加えて、親子滑走支援事業により、長野市内の小・中学生を対象に、２,３月の土・日・祝日及び春休み期間のリフト一
日券も無料とした。（同伴者は1,000円引き）（観光振興課）
　 利用者数：2,649人（前年比▲1,716人）

○エムウェーブにおいて、エムウェーブ子どもスケート利用促進事業により、小・中学生を対象にスケート滑走期間中
のスケート滑走料を無料とした。
　 利用者数：10,736人（前年比+6,371人）
　 加えて、同事業により、子どもたちがスケートを気軽に楽しく体験できる機会を創出するため、㈱エムウェーブと連
携しイベントを開催した。
　 ・11月16日　ながのアイススポーツデー　参加者数：141人（前年比+34人）

○子どもから高齢者まで、誰もが参加できる魅力あるイベントを開催する。
　 10月18日　信州飯綱高原ロゲイニング
　 10月18日　第53回NAGANOスポーツ・パラスポーツフェスティバル
　 11月3日　　2026オリンピックデーラン長野大会

○スポーツ施設等の一部を無料開放し、市民にスポーツに親しむ機会を提供することで、スポーツ活動等への啓発を
行う。
　 ・元日（１月１日）
　 ・市民スポーツの日（毎月第３日曜日）
　 ・長野オリンピック記念平和とスポーツの日（予定２月7日）
　 ・スポーツの日（10月12日）
　 ・エムウェーブ無料開放（スケート滑走期間中の７日）

○戸隠スキー場（毎月第３日曜日）において、小学生以下のリフト一日券を無料とする。（スキー子どもの日）
   加えて、親子滑走支援事業により、長野市内の小・中学生を対象に、２,３月の土・日・祝日及び春休み期間のリフト一
日券も無料とする。（同伴者は1,000円引き）（観光振興課）

○エムウェーブにおいて、エムウェーブ子どもスケート利用促進事業により、小・中学生を対象にスケート滑走期間中
のスケート滑走料を無料とする。
　 加えて、同事業により、子どもたちがスケートを気軽に楽しく体験できる機会を創出するため、㈱エムウェーブと連
携しイベントを開催する。
　 ・ながのアイススポーツデー

資料１
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令和７年度実績

第三次長野市スポーツ推進計画　施策の展開と具体的な取組状況（令和８年度）　（課名の記載のない取組はスポーツ課が実施）

施
策

方
策

具体的な取組み（事業）
進捗状況

令和８年度計画

資料１

①

子ども世代のスポーツ活動の充実

　ａ スポーツ教室の開催（子ども・保護者）

　ｂ 子どもの健康・体力の保持向上

　ｃ 学校におけるスポーツ活動の充実

　ｄ 小学校の放課後における体力向上の機会の充実
　
  ｅ 中学校の部活動の適正化

②

大人世代のスポーツの習慣化の促進

　ａ スポーツ教室の開催（大人世代）

　ｂ 身近な場所での運動の促進

③
大学等の研究機関と連携した研究

　ａ スポーツプログラムの開発

(2) 世代に応じた生涯スポーツプログラムの提供

○子どもを対象としたスポーツ教室を開催した。
　 ・親子deわくわく運動あそび教室　2教室　18人
　 ・ミズノマルチスポーツ体験会　14回　66人

○子どもが体を動かすことが好きになるよう、運動と遊びのプログラムやリズム遊び・運動遊びなどに取り組んだ。
（保育・幼稚園課）

○アスリート、有資格者等を講師に発達段階に応じた多様な運動機会（水遊び、バルシューレ、体つくり、コアトレーニ
ング、ヨガ、パラスポーツ）を提供する「ナガノスポーツアクションプロジェクト」を学校教育課と連携し、小中学生を対
象に開催した。
　 ・水泳：52回、バルシューレ：36回、体つくり：12回、コアトレーニング、12回、ヨガ：21回、パラスポーツ：24回

○小中学校の体育・保健体育の授業において、心身の発達段階や、個々の能力に合わせながら、「誰でもできる」「い
つでもできる」「手軽にできる」をテーマに、スポーツの楽しさや喜びを味わうことのできる活動の充実とともに、小中
学生の運動習慣の形成を図った。（学校教育課）
　 ・小学校の体育授業充実のために、小・中学校教職員を対象とした出前講座（「体育授業しなのきモデル」）を実施し
た。
　　　年間8校（計画比▲4）
　 ・小・中学校教員を対象とした市教育センター講座の充実
　　　年間2回（計画比▲2）
　 ・児童生徒の運動習慣形成のために、「アスリートと楽しむスポーツ教室」として、6つの運動プログラムを実施した。

○スポーツ庁、文化庁「運動部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」に沿った部
活動改革を推進するとともに、長野県「中学生期のスポーツ活動指針」に沿った部活動運営の適正化を図った。（学校
教育課）
　・長野市部活動関係者連絡会議の開催２回
　・長野市部活動運営委員会連絡協議会の開催２回
　・「部活動の地域移行」推進のための学校訪問支援336回
　・「部活動の地域移行」推進のため、市関係課や関係団体と学校をつなぐ連携コーディネーターを５名配置
　・スポーツ活動指針に沿った適正化を図るために５つの取組を全中学校に指示
　・部活動指導員の配置18校（29人）

○体育・保健体育研究委員会による公開授業研究会の開催７回（学校教育課）

○市内全52小学校区での放課後子ども総合プランを実施した。（こども政策課）

○総合型地域スポーツクラブと連携を図り、子どもたちが各地域でスポーツを楽しめる環境を整えた。（部活動支援、
放課後における体力向上、各種スポーツイベントの開催等）

〇働く世代が気軽にスポーツに親しめるように、夜間や休日にスポーツ教室を開催した。
　・NAGANO健康スポーツ教室　4会場　32人
　・大人のサッカー「パルサカ」in長野市　12回　延べ367人

○勤労者向けスポーツ開設講座数（商工労働課）
　・長野市中部勤労青少年ホーム　　　　　　30講座、380回（計画比+14講座、+211回）
　・長野市中高年齢労働者福祉センター　　133講座、2,429回（計画比+3講座、▲40回）
　・長野市南部勤労者活躍支援センター　　90講座、939回（計画比+5講座、+9回）

○老人福祉センター、老人憩の家等において、ヨガやウォーキングなど身体を動かす実技を交えた講座を開催し、高
齢者の介護予防に繋げた。（高齢者活躍支援課）

〇スポーツを楽しみながら、健康づくりと仲間づくりにも役立つ運動講座を開催した。（家庭・地域学びの課）
　ストレッチやヨガ等の講座を実施する施設が多かった。ラジオ体操が定着している地区がある。
　ウォーキングの講座は、実施地区内の史跡巡り等と組み合わせるなど、スポーツ以外の学びと組み合わせて実施し
ている。
　講座等の開催回数：168回、参加者延べ2,756人（前年比▲11回、+319人）

○老人福祉センター、老人憩の家、ながのシニアライフアカデミー等において、ヨガやウォーキングなど身体を動かす
実技を交えた講座を開催した。（高齢者活躍支援課）
　 ・老人福祉センター　講座1,091回　参加者のべ19,913人
　 ・ふれあい交流ひろば　講座183回　参加者延べ2,504人
　 ・ながのシニアライフアカデミー　講座２回　参加者延べ51人

○研究機関と連携し、世代に応じたスポーツプログラムの開発につなげるために、健康・体力づくりに関するイベント
や調査研究を実施した。
　・NAGANO体力・健康チェックキャラバン　3回実施

○子どもを対象としたスポーツ教室を開催する。（親子ふれあいスポーツ教室等）

○子どもが体を動かすことが好きになるよう、運動と遊びのプログラムやリズム遊び・運動遊びなどに取り組む。（保
育・幼稚園課）

○アスリート、有資格者等を講師に発達段階に応じた多様な運動機会（水遊び、バルシューレ、体つくり、コアトレーニ
ング、ヨガ、パラスポーツ）を提供する「ナガノスポーツアクションプロジェクト」を学校教育課と連携し、小中学生を対
象に開催する。

○小中学校の体育・保健体育の授業において、心身の発達段階や、個々の能力に合わせながら、「誰でもできる」「い
つでもできる」「手軽にできる」をテーマに、スポーツの楽しさや喜びを味わうことのできる活動の充実とともに、小中
学生の運動習慣の形成を図る。（学校教育課）
　 ・小学校の体育授業充実のために、小・中学校教職員を対象とした出前講座（「あしたの体育＋１」）を実施
　　　年間10校
　 ・小・中学校教員を対象とした市教育センター講座の充実
　　　年間2回
　 ・児童生徒の運動習慣の形成を目指して、「アスリートと楽しむスポーツ教室～Nagano Sport Action Project
～」としてスポーツ課と連携し事業展開をする。その中で、発達段階に応じた多様な運動機会を提供し小中学生の運
動習慣の形成を図る。約200学級を対象に、「わくわく！水遊び、バルシューレ、体つくり、コア・トレーニング、Enjoy
ヨガオリ・パラスポーツ」の６講座を実施予定。

○スポーツ庁・文化庁「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」に沿った部
活動の地域移行を推進するとともに、長野県「中学生期のスポーツ・文化芸術活動指針」に沿った部活動運営の適正
化を図る。（学校教育課）
　 ・長野市部活動関係者連絡会議の開催２回
　 ・長野市部活動運営委員会連絡協議会の開催２回
　 ・「部活動の地域移行」推進のための学校訪問支援
　 ・「部活動の地域移行」推進のため、市関係課や関係団体と学校をつなぐ連携コーディネーターを配置
　 ・スポーツ活動指針に沿った適正化を図るために５つの取組を全中学校に指示
　 ・部活動指導員の配置19校（36人）

○体育・保健体育研究委員会による公開授業研究会の開催７回（学校教育課）

○市内全52小学校区で放課後子ども総合プランを実施する。（こども・若者政策課）

○総合型地域スポーツクラブと連携を図り、子どもたちが各地域でスポーツを楽しめる環境を整える。（部活動支援、
放課後における体力向上、各種スポーツイベントの開催等）

〇働く世代が気軽にスポーツに親しめるように、夜間や休日にスポーツ教室を開催する。
　 ・NAGANO健康スポーツ教室
　 ・大人のサッカー「パルサカ」in長野市　等

○勤労者向けスポーツ開設講座数（商工労働課）
　 ・長野市北部勤労者活躍支援センター　　43講座、461回
　 ・長野市南部勤労者活躍支援センター　　88講座、969回
　 ・長野市中高年齢労働者福祉センター　　125講座、2,394回

○老人福祉センター、老人憩の家等において、ヨガやウォーキングなど身体を動かす実技を交えた講座を開催し、高
齢者の介護予防に繋げる。（高齢者活躍支援課）

〇スポーツを楽しみながら、健康づくりと仲間づくりにも役立つ運動講座を開催する。（家庭・地域学びの課）

○研究機関と連携し、世代に応じたスポーツプログラムの開発につなげるために、健康・体力づくりに関するイベント
や調査研究を実施する。
　 ・NAGANO体力・健康チェックキャラバン　等
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令和７年度実績

第三次長野市スポーツ推進計画　施策の展開と具体的な取組状況（令和８年度）　（課名の記載のない取組はスポーツ課が実施）

施
策

方
策

具体的な取組み（事業）
進捗状況

令和８年度計画

資料１

①

スポーツ教室やイベントに関する情報提供

　ａ きめ細やかな情報の発信

　ｂ 関係団体と連携した情報の発信

　ｃ スポーツ大使の活用

②

サークルやスポーツ指導者に関する情報提供

　ａ 市HPのスポーツ関係コーナー等の充実

③

スポーツ施設に関する情報提供

　ａ 「長野市施設案内予約システム」の充実

　ｂ ウォーキングコース・トレッキングコース等のPRと活
用

現状値 目標値

R2 R8 R3 R4 R5 R6 R7 R8

1,091人 1,150人 1,267人 1,209人 1,446人 1,479人 確認中

①

総合型地域スポーツクラブが実施するスポーツ活動への
支援

　ａ 総合型地域スポーツクラブが実施するスポーツ教室
の情報発信

　ｂ 役割分担による安定したスポーツ教室の開催

②

総合型地域スポーツクラブの運営基盤の強化

　ａ 総合型地域スポーツクラブの運営等に対する支援

　ｂ 総合型地域スポーツクラブのネットワーキング

①

スポーツ推進委員によるスポーツ活動の促進

　ａ スポーツ推進委員に対する研修会の開催

　ｂ 地域における各種スポーツイベントの開催及び運営

施策１-２　地域における自主的なスポーツ活動の促進

施策の指標
実績値

総合型地域スポーツクラブの会員数

(1) 総合型地域スポーツクラブとの連携の推進

○長野市施設案内予約システムで、施設の空き状況などの情報を提供した。

○スポーツ課ホームページで、スポーツ施設の情報を提供した。

○市内のトレッキングコースの整備、イベントを行う愛護会の活動を支援した。（観光振興課）

○トレッキングマップの作成と配布によるＰＲを行った。（観光振興課）

○長野市施設案内予約システムで、施設の空き状況などの情報を提供する。

○スポーツ課ホームページで、スポーツ施設の情報を提供する。

○市内のトレッキングコースの整備、イベントを行う愛護会の活動を支援する。（観光振興課）

○トレッキングマップの作成と配布によるＰＲを行う。（観光振興課）

(3) スポーツに関する情報提供の充実

○行政関係（公民館、支所等）をはじめ、関係団体（総合型地域スポーツクラブ、地域密着型プロスポーツチーム等）を
通して広く周知を図った。

○分かりやすく、興味を引くような、スポーツ教室やイベントのチラシやホームページを作成した。

○スポーツ指導者やサークルに関する情報をインターネットを介して発信し、身近な場所で興味のあるスポーツに出
会う機会を創出した。
　 Do!sportsながの（登録数）
　 ・スポーツ指導者数　１５人
　 ・スポーツサークル　38団体（前年比+2団体）

○スポーツ指導者やサークルに関する情報をインターネットを介して発信し、身近な場所で興味のあるスポーツに出
会う機会を創出する。
　Do!sportsながの（登録数）
　・スポーツ指導者数　40人以上
　・スポーツサークル　40団体以上

(2) スポーツ推進委員によるスポーツ活動の促進

○市内の総合型地域スポーツクラブと連携を図り、各種スポーツイベントや出前講座を開催した。
　・10月19日　第52回NAGANOスポーツ・パラスポーツフェスティバル

○総合型地域スポーツクラブと連携してスポーツ教室を開催し、各地域の特色やニーズを教室に反映させ、継続的な
開催につなげた。

○市と共催して運営する教室
　・総合型地域スポーツクラブが運営するNAGANO健康スポーツ教室　37教室（前年比+3教室）
　・ポールを使ったウォーキング体験会　１回・17人（前年比+5人）

○スポーツ教室について、総合型地域スポーツクラブに移行し定着した教室開催に繋げた。

○総合型地域スポーツクラブの新規創設や既存クラブの現状や課題について、情報提供や意見交換を行うために、長
野市総合型地域スポーツクラブ連絡会を開催した。

〇既存の総合型地域スポーツクラブに対し、運営基盤強化のための負担金を交付した。

○県内で開催される総合型地域スポーツクラブ事業に参加した。
　 ・北信地区総合型地域スポーツクラブ連絡協議会
　 ・長野県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会　等

○機関紙を発行することにより、他地区の活動状況等を情報共有した。

○推進委員の関心が高い事項についての研修会を実施した。　1回

○事業委員会が中心となって実施する事業を通じて企画運営能力を養い、各地域での自主的な活動に役立てる。ま
た事業、研修については質の向上を図り参加者が増加するよう工夫を行い開催した。　1回

○総合型地域スポーツクラブの新規創設や既存クラブの現状や課題について、情報提供や意見交換を行うために、長
野市総合型地域スポーツクラブ連絡会を開催する。

〇既存の総合型地域スポーツクラブに対し、運営基盤強化のための負担金を交付する。

○クラブの創設を支援するため、クラブのマネジメントを担うクラブマネージャーの資格取得に係る補助金を交付す
る。

○県内で開催される総合型地域スポーツクラブ事業に参加する。
　 ・北信地区総合型地域スポーツクラブ連絡協議会
　 ・長野県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会　等

○機関紙を発行することにより、他地区の活動状況等を情報共有する。

○推進委員の関心が高い事項についての研修会を実施する。

○事業委員会が中心となって実施する事業を通じて企画運営能力を養い、各地域での自主的な活動に役立てる。ま
た事業、研修については質の向上を図り参加者が増加するよう工夫を行い、年１回以上の開催を目標とする。

○市内の総合型地域スポーツクラブと連携を図り、各種スポーツイベントや出前講座を開催する。
　 ・10月18日　第53回NAGANOスポーツ・パラスポーツフェスティバル
　
○総合型地域スポーツクラブと連携してスポーツ教室を開催し、各地域の特色やニーズを教室に反映させ、継続的な
開催につなげる。

○市と共催して運営する教室
　 ・総合型地域スポーツクラブが運営するNAGANO健康スポーツ教室

○スポーツ教室について、総合型地域スポーツクラブに移行し定着した教室開催に繋げる。

○行政関係（公民館、支所等）をはじめ、関係団体（総合型地域スポーツクラブ、地域密着型プロスポーツチーム等）を
通して広く周知を図る。

○分かりやすく、興味を引くような、スポーツ教室やイベントのチラシやホームページを作成する。
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令和７年度実績

第三次長野市スポーツ推進計画　施策の展開と具体的な取組状況（令和８年度）　（課名の記載のない取組はスポーツ課が実施）

施
策

方
策

具体的な取組み（事業）
進捗状況

令和８年度計画

資料１

①

住民自治協議会等が実施するスポーツ活動の促進

　ａ 出前講座の開催

　ｂ 地域のリーダー育成のための講習会

　ｃ スポーツ用具等の貸出し

②

公民館におけるスポーツ活動の推進

　ａ 公民館における取組の推進

現状値 目標値

R2 R8 R3 R4 R5 R6 R7 R8

400人 1,000人 延期 470人 480人 229人 178人

①

生活習慣病予防との連携の推進

　ａ 生活習慣病予防等に繋がる運動
　　 教室・講座等の開催

施策１-３　スポーツを通じた共生社会の実現

施策の指標
実績値

ＮＡＧＡＮＯパラ★スポーツデーへの参加者数

(1) スポーツを通じた健康増進

○公民館・交流センターにおいて運動会、スポーツ大会を企画し、体を動かしながら、健康づくりと世代間交流、仲間
作りに役立てた。（家庭・地域学びの課）
　 ・運動会やスポーツ大会の開催数：43回、参加者数：延べ11,516人

○公民館と連携してスポーツ教室を開催し、各地域の特色やニーズを教室に反映させ、継続的な開催につなげた。
　 （ストレッチ＆健康体操教室、ラジオ体操講習会等）（家庭・地域学びの課）
　 様々な種類のストレッチ講座や体操講座が実施された。
　 ・講座：145回、参加者数：延べ2,599人

○公民館・交流センターと連携してスポーツ教室を開催し、各地域の特色やニーズを教室に反映させ、継続的な開催
につなげた。（骨盤矯正ストレッチ教室、ピラティス教室、ニュースポーツ体験会、親子deわくわく運動あそび教室）
　 ・6教室、64人（前年比+1教室、▲12人）

(3) 地域コミュニティ団体のスポーツ活動の促進

○住民自治協議会等が実施するスポーツ活動について、指導者の紹介や用具の貸出を行った。 ○住民自治協議会等が実施するスポーツ活動について、指導者の紹介や用具の貸出を行う。

○公民館・交流センターにおいて運動会、スポーツ大会、スポーツ関連講座等を企画し、体を動かしながら、健康づく
りと世代間交流、仲間作りに役立てる。（家庭・地域学びの課）

○公民館と連携してスポーツ教室を開催し、各地域の特色やニーズを教室に反映させ、継続的な開催につなげる。
　

②

フレイル・介護予防との連携の推進

　ａ スポーツ教室の開催（再掲）

　ｂ フレイル予防や介護予防につながる運動等講座の実
施

○生活習慣病予防講座等で身体活動・運動の意義と重要性を周知・啓発した。（健康課）
　　・講座：68回、参加者数：延べ1,359人

○各課登録の指導員やサークルの情報を共有（介護予防運動講座におけるスポーツ指導員の紹介等）。

○国保・高齢者医療課と連携を図り、特定健診受診者に対し、スポーツ施設等においてフィットネス体験ができる
「フィットネス体験チケット」を配布。

○高齢者対象のスポーツ教室を開催する。
　 ・NAGANO健康スポーツ教室　58教室（前年比+5教室）

○地域公民館等で介護予防につながる運動の体験講座などを開催し、自主グループ育成・活動支援を図る。（地域包
括ケア推進課）
　 ・介護予防クラブ育成講座等　104回
　 ・介護予防クラブ団体数　200団体

〇AC長野パルセイロ普及部と元選手による、介護予防クラブへの講師派遣　35回（地域包括ケア推進課）

〇シン・長野市はつらつ体操などストレッチ及び筋トレが体験できる出張講座の実施（地域包括ケア推進課）

○生活習慣病やフレイル（虚弱）の予防・改善のためのスポーツ活動の習慣化を目指して「NAGANO体力・健康チェッ
クキャラバン」を実施した。

○老人福祉センター、老人憩の家、ながのシニアライフアカデミー等において、ヨガやウォーキングなど身体を動かす
実技を交えた講座を開催した。（高齢者活躍支援課）
　 ・老人福祉センター　講座1,091回　参加者のべ19,913人
　 ・ふれあい交流ひろば　講座183回　参加者延べ2,504人
　 ・ながのシニアライフアカデミー　講座２回　参加者延べ51人

〇生活習慣病予防講座等で身体活動・運動の意義と重要性を周知・啓発した。（健康課）
　　・講座：68回、参加者：延べ1,359人

〇スポーツを楽しみながら、健康づくりと仲間づくりにも役立つ高齢者向けの運動講座等を開催した。（家庭・地域学
びの課）
　　・講座：33回、参加者：延べ672人　※高齢者を対象に参加者を募集し実施したもの

○高齢者対象のスポーツ教室を開催する。
　 ・NAGANO健康スポーツ教室　等

○地域公民館等で介護予防につながる運動の体験講座などを開催し、自主グループ育成・活動支援を図る。（地域包
括ケア推進課）

〇AC長野パルセイロ普及部と元選手による介護予防クラブへの講師派遣（地域包括ケア推進課）

〇シン・長野市はつらつ体操などストレッチ及び筋トレが体験できる出張講座の実施（地域包括ケア推進課）

○生活習慣病やフレイル（虚弱）の予防・改善のためのスポーツ活動の習慣化を目指して「NAGANO体力・健康チェッ
クキャラバン」を実施する。

○老人福祉センター、老人憩の家、ながのシニアライフアカデミー等において、ヨガやウォーキングなど身体を動かす
実技を交えた講座のほか、フレイル等の原因と対策を学ぶ講座を開催し、高齢者の介護予防に繋げる。
（高齢者活躍支援課）

〇生活習慣病予防講座等で身体活動・運動の意義と重要性を周知・啓発する。（健康課）

○各課登録の指導員やサークルの情報を共有（介護予防運動講座におけるスポーツ指導員の紹介等）。

○国保・高齢者医療課と連携を図り、特定健診受診者に対し、スポーツ施設等においてフィットネス体験ができる
「フィットネス体験チケット」を配布。

〇生活習慣病予防講座等で身体活動・運動の意義と重要性を周知・啓発する。（健康課）

〇スポーツを楽しみながら、健康づくりと仲間づくりにも役立つ高齢者向けの運動講座等を開催する。（家庭・地域学
びの課）
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令和７年度実績

第三次長野市スポーツ推進計画　施策の展開と具体的な取組状況（令和８年度）　（課名の記載のない取組はスポーツ課が実施）

施
策

方
策

具体的な取組み（事業）
進捗状況

令和８年度計画

資料１

①
関係機関との連携

　ａ 障害者スポーツを支える環境づくり

②

障害者スポーツの普及・振興

　ａ 障害者スポーツの普及

　ｂ 障害者スポーツ用具の貸出し

③

だれもが使いやすい施設づくりと利用促進

　ａ 長野市障害者基本計画に基づく施設づくり

　ｂ 障害者のスポーツ施設の利用に対する使用料の減免

①

障害者スポーツを通じた相互理解の推進

　ａ ＮＡＧＡＮＯパラ★スポーツデーの開催

　ｂ アスリートと楽しむスポーツ教室の実施

　ｃ パラウェーブＮＡＧＡＮＯとの連携

現状値 目標値

R2 R8 R3 R4 R5 R6 R7 R8

18,120人 19,000人 19,036人 17,886人 16,456人 16,506人 確認中

①

競技人口の拡大

　ａ 各種競技の普及・交流への支援

　ｂ 小中学生を対象としたクラブ・チームの充実

②

選手育成・タレント（才能、素質）発掘

　ａ 長野市ジュニアスピードスケート選手強化・育成プロ
グラム（ドリームリンクNagano）への支援

　ｂ 県が実施するタレント発掘事業
　　 （ＳＷＡＮプロジェクト）への協力

○障害者スポーツの体験会やイベントを開催した。
　・10月19日　第52回NAGANOスポーツ・パラスポーツフェスティバル

○新規施設の整備及び既存施設の大規模改修に当たっては、ユニバーサルデザインに配慮した設計・施工を行う。

○規定に沿って減免を行った。

○障害者スポーツの体験会やイベントを開催した。
　 ・10月19日　第52回NAGANOスポーツ・パラスポーツフェスティバル

〇学校の多様性と包摂性を高める教育の充実（学校教育課）
　 ・「アスリートと楽しむスポーツ教室」の「わくわく！オリパラスポーツ」　年間24講座（31学級）
　 ・「パラウェーブNAGANO」実施に向けた県障がい者支援課との連携

○障害者スポーツの体験会やイベントを開催する。
　 ・10月18日　第53回NAGANOスポーツ・パラスポーツフェスティバル

○新規施設の整備及び既存施設の大規模改修に当たっては、ユニバーサルデザインに配慮した設計・施工を行う。

○規定に沿って減免を行う。

(2) 障害者のスポーツ参加の機会拡大

○市内外の行政機関、障害者スポーツ関連団体等と連携を図り、障害者の状況やニーズを把握した上で、障害者ス
ポーツ関連事業を推進する。

施策の指標
実績値

競技団体の登録者数

(1) 競技スポーツの普及・拡大

○長野市スポーツ協会に負担金を交付し、競技スポーツの振興、スポーツ普及交流等を推進した。
　　・負担金47,000千円支出（当初予算額 47,000千円）

○長野市ジュニアスピードスケート選手強化・育成プログラム（ドリームリンクNagano）の開催を支援。

○県が実施するタレント発掘事業（ＳＷＡＮプロジェクト）への連携・協力を実施。

○長野市ジュニアスピードスケート選手強化・育成プログラム（ドリームリンクNagano）の開催を支援する。

○県が実施するタレント発掘事業（SWANプロジェクト）への連携・協力を引き続き実施する。

(3) 障害者スポーツを通じた相互理解

施策１-４　競技スポーツの普及と競技力の向上

○障害者スポーツの体験会やイベントを開催する。
　 ・１０月18日　　  第53回NAGANOスポーツ・パラスポーツフェスティバル

〇学校の多様性と包摂性を高める教育の充実（学校教育課）
   ・「わくわく！オリパラスポーツ」年間48講座（66学級）
   ・「パラウェーブNAGANO」実施に向けた県障がい者支援課との連携

○長野市スポーツ協会に負担金を交付し、競技スポーツの振興、スポーツ普及交流等を推進する。
　　（当初予算額　48,054千円）

○市内外の行政機関、障害者スポーツ関連団体等と連携を図り、障害者の状況やニーズを把握した上で、障害者ス
ポーツ関連事業を推進した。
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令和７年度実績

第三次長野市スポーツ推進計画　施策の展開と具体的な取組状況（令和８年度）　（課名の記載のない取組はスポーツ課が実施）

施
策

方
策

具体的な取組み（事業）
進捗状況

令和８年度計画

資料１

①

長野市スポーツ協会との連携・協力体制の強化

　ａ 競技団体などの運営基盤強化への支援

　ｂ 国際大会・全国大会に向けた選手育成

　ｃ 全国大会等への出場に対する激励金の交付

②

スケート競技の拠点化の推進

　ａ スケート競技の専門家の継続した配置

　ｂ エムウェーブスケートクラブを通したスピードスケー
トの競技力向上

　ｃ 国内トップレベルの大会や国際大会の開催

③

地域密着型プロスポーツチームとの連携

　ａ 市内のチームへのコーチの派遣や教室の開催

(2) 競技力の向上

○長野市スポーツ協会に負担金を交付し、競技スポーツの振興、スポーツ普及交流等を推進した。
　　・負担金47,000千円支出（当初予算額 47,000千円）

○全国大会出場者に対し激励金を交付した。
　　・激励金1,791千円支出（当初予算額 1,359千円）

○エムウェーブスケートクラブ等一貫指導体制のモデル的事業を支援した。

○大会事務局として全国中学校スケート大会を開催した。（１月31～２月３日）

○全日本スピードスケート距離別選手権大会（10月24～26日）、全日本スピードスケート選手権大会（12月26～
28日）等の大規模大会を開催した。

○ＡＣ長野パルセイロとの連携
　 ・ホームゲーム活性化事業補助等
　 ・スポーツ交流事業
　　　 出張スポーツ交流事業　30回実施（計画 41回）、スタジアム交流事業　19回実施（計画 14回）
　 ・大人のサッカー「パルサカ」in長野市の開催　12回実施（計画 12回）

〇ボアルース長野との連携
　 ・ホームゲーム活性化事業補助等
　 ・出張スポーツ交流事業　21回実施（計画 14回）

○信州ブレイブウォリアーズとの連携
　 ・ホームゲーム活性化事業補助等
　 ・出張スポーツ交流事業　54回実施（計画 40回）

○長野広域連合主催のスポーツ交流事業への協力（市内幼保小施設への案内配布及び参加者の調整）
　 ・ＡＣ長野パルセイロとの交流　４施設（計画 ４施設）
　 ・ボアルース長野との交流　5施設（計画 5施設）
　 ・信州ブレイブウォリアーズとの交流　2施設（計画 2施設）
　 ・長野ガロンズとの交流　6施設（計画 6施設）
　

○NAGANOスポーツ・パラスポーツフェスティバルで 各プロスポーツチームの協力により親子フットサル体験会を開
催した。

○長野市スポーツ協会に負担金を交付し、競技スポーツの振興、スポーツ普及交流等を推進する。
　　（当初予算額　48,054千円）

○全国大会出場者に対し激励金を交付する。
　　（当初予算額　2,625千円）

○エムウェーブスケートクラブ等一貫指導体制のモデル的事業を支援する。

○大会事務局として全国中学校スケート大会を開催する。

○全日本スピードスケート距離別選手権大会等の大規模大会を開催する。

○ＡＣ長野パルセイロとの連携
　 ・ホームゲーム活性化事業補助等
　 ・スポーツ交流事業
　　　　出張スポーツ交流事業　41回実施
　

〇ボアルース長野との連携
　 ・ホームゲーム活性化事業補助等
　 ・出張スポーツ交流事業　20回実施

○信州ブレイブウォリアーズとの連携
　 ・ホームゲーム活性化事業補助等
　 ・出張スポーツ交流事業　45回実施

○長野広域連合主催のスポーツ交流事業への協力（市内幼保小施設への案内配布及び参加者の調整）
　 ・ＡＣ長野パルセイロとの交流　3施設
　 ・ボアルース長野との交流　2施設
　 ・信州ブレイブウォリアーズとの交流　２施設
　 ・長野ガロンズとの交流　2施設
　 ・信越硬式野球クラブとの交流　4施設

○NAGANOスポーツ・パラスポーツフェスティバルで各プロスポーツチームの協力によりサッカー教室、バスケット
ボール教室、フットサル教室を開催する。

6 /11



令和７年度実績

第三次長野市スポーツ推進計画　施策の展開と具体的な取組状況（令和８年度）　（課名の記載のない取組はスポーツ課が実施）

施
策

方
策

具体的な取組み（事業）
進捗状況

令和８年度計画

資料１

○スポーツ施設の改修 （単位：千円） ○スポーツ施設の改修 （単位：千円）

　 ・エムウェーブ長寿命化改修工事監理業務委託 47,550 　 ・エムウェーブ長寿命化改修第２期設計業務委託 18,260

　 ・エムウェーブ長寿命化改修第１期工事 4,535,520 　 ・エムウェーブ監視カメラ更新工事 14,949

　 ・ビッグハット長寿命化改修工事実施設計業務委託 152,658 　 ・エムウェーブアリーナ空調機インバーター交換外工事 21,967

　 ・ビッグハット長寿命化改修工事設計技術協力業務委託 7,997 　 ・エムウェーブ冷却用水処理設備RO装置改修工事 6,020

　 ・ビッグハットエレベーター更新工事 53,900 　 ・エムウェーブさく泉ポンプ更新工事 8,860

　 ・ホワイトリング長寿命化改修工事設計業務委託 10,593 　 ・ビッグハット長寿命化改修工事監理業務委託 148,770

　 ・ホワイトリング長寿命化改修工事実施設計技術協力業務委託 62,909 　 ・ビッグハット長寿命化改修第１期工事 225,774

　 ・南長野運動公園運動施設長寿命化改修工事設計業務委託 120,220 　 ・ビッグハットアリーナ照明更新工事 215,950

　 ・南長野運動公園体育館・プール棟長寿命化改修工事監理業務委託 33,400 　 ・ビッグハット非常放送設備更新工事 16,820

　 ・南長野運動公園体育館・プール棟長寿命化改修第１期工事 198,900 　 ・若里市民文化ホール消防設備更新工事 40,980

　 ・長野オリンピックスタジアム長寿命化改修工事設計技術協力業務委託 10,131 　 ・ホワイトリング長寿命化改修工事 621,630

　 ・Uスタジアム排水設備改修工事 69,718 　 ・ホワイトリング長寿命化改修工事監理業務委託 50,660

　 ・川合新田体育館長寿命化改修工事 147,191 　 ・南長野運動公園長野オリンピック長寿命化改修工事監理業務委託 58,880

　 ・川合新田体育館長寿命化改修工事監理業務委託 3,905 　 ・南長野運動公園長野オリンピック長寿命化改修第１期工事 2,237,400

　 ・信州新町体育館長寿命化改修工事 230,043 　 ・南長野運動公園体育館・プール棟長寿命化改修工事監理業務委託 11,140

　 ・豊野体育館屋内消火栓設備設置工事 18,048 　 ・南長野運動公園体育館・プール棟長寿命化改修第１期工事（Ｒ7→８予算繰越あり） 2,132,000

　 ・長野運動公園総合体育館整備外工事監理業務委託 84,692 　 ・Uスタジアム排水設備改修工事 69,718

　 ・長野運動公園総合体育館建設地整備工事 147,840 　 ・長野運動公園陸上競技場トラック改修工事 185,073

　 ・長野運動公園総合体育館杭地業外工事 699,482 　 ・長野運動公園総合体育館建設工事 5,869,900

　 ・長野運動公園総合体育館建設工事 2,055,600 　 ・長野運動公園総合体育館建設工事外監理業務委託料 27,676

　 ・アクアウイング長寿命改修第１期工事 2,527,800 　 ・長野運動公園既存総合体育館解体工事 529,472

　 ・南長野運動公園スタジアム照明LED化工事 512,820 　 ・長野運動公園駐車場等新規整備工事 45,000

合計 11,730,917 合計 12,556,899

①

スポーツ施設の利用者ニーズの把握

　ａ スポーツ施設の利用者ニーズの把握

②

スポーツ施設の設備等の更新

　ａ スポーツ施設の設備等の改善

③

適正な管理・運営

　ａ 指定管理者制度による管理運営

　ｂ 料金体系の検討

　ｃ 施設の新たな維持管理・運営手法の研究検討

①

競技会場の検討と整備

　ａ 競技会場の検討

　ｂ 競技会場の整備等

○引き続き、指定管理者制度の導入による管理運営を行い、モニタリングの実施により利用者満足度向上に努めた。

〇施設整備計画に基づき、競技会場の整備を行った。 〇施設整備計画に基づき、競技会場の整備を推進する。

①

長野市公共施設個別施設計画の推進

　ａ 適正配置の推進

　ｂ 長寿命化改修の実施

(2) スポーツ施設の管理・運営

○引き続き、指定管理者制度の導入による管理運営を行い、モニタリングの実施により利用者満足度向上に努めた。

○利用者や競技団体からの要望を踏まえ、適正な整備・改修を行った。

(3) 令和10年（2028年）の国民スポーツ大会等に向けた準備

施策１-５　スポーツ施設の適正配置・長寿命化と管理・運営

(1) スポーツ施設の適正配置と長寿命化の推進

　
○引き続き、指定管理者制度の導入による管理運営を行い、モニタリングの実施により利用者満足度向上に努める。

○利用者や競技団体からの要望を踏まえ、適正な整備・改修を行っていく。

　
○引き続き、指定管理者制度の導入による管理運営を行い、モニタリングの実施により利用者満足度向上に努める。
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令和７年度実績

第三次長野市スポーツ推進計画　施策の展開と具体的な取組状況（令和８年度）　（課名の記載のない取組はスポーツ課が実施）

施
策

方
策

具体的な取組み（事業）
進捗状況

令和８年度計画

資料１

現状値 目標値

R3 R8 R3 R4 R5 R6 R7 R8

19.6億円 41.3億円 19.6億円 23.0億円 33.0億円 41.3億円 38.7億円

現状値 目標値

R2 R8 R3 R4 R5 R6 R7 R8

79,408人 366,000人 90,882人 112,473人 155,712人 213,626人 216,495人

①

「する」スポーツでのポジティブサイクルづくり

　ａ スポーツを始めるきっかけづくり

　ｂ スポーツの習慣化

②

「観る」スポーツでのポジティブサイクルづくり

　ａ 観戦のきっかけづくり

　ｂ ホームゲームを支える施設の充実

　ｃ 域内消費の拡大

　ｄ 交流人口の拡大

③

「つながる」スポーツでのポジティブサイクルづくり

　ａ 市民ボランティアとの連携

　ｂ 賑わいや交流する場の提供

④
「連携推進ビジョン」の推進

　ａ 「連携推進ビジョン」の推進

実績値

○ホームタウンNAGANOまちづくり連携ビジョンを推進。

○プロスポーツチームによる体験会を開催した。
　・出張スポーツ交流事業　　 　105回（パルセイロ 30回、ブレイブウォリアーズ 54回、ボアルース 21回）（計画 95
回）
　・スタジアム交流事業　　　　　 19回（パルセイロ 19回）（計画 14回）

○ホームタウンデー等のイベントの実施
 　・ホームゲーム観戦交流事業　ＡＣ長野パルセイロホームタウンデーでの物産展開催（商工労働課）

○ホームゲーム観戦者（ブースター・観光客）を対象に、観戦＋観光を一体で楽しめるスポーツツーリズム施策を展開
し、選手・マスコット、ファン（ブースター）と一緒に長野市の魅力を再発見・体感できるコンテンツを提供した。（ブレイ
ブウォリアーズ）（観光振興課）

○長野市、長野商工会議所、ＡＣ長野パルセイロの３者による「長野市ホームタウン包括連携協定」に基づき、スポーツ
を通じた情報発信やスポーツ振興を推進した。

○キッズドリームデー　2月27日
　 プロスポーツ観戦の機会を創出するため、市内小中学生を平日昼間の試合に招待した。（ブレイブウォリアーズ）
　・学校数：29校
　・参加人数：約3,600人

○ドリームスクールデー　10月27日
　 プロスポーツ観戦の機会を創出するため、市内小中学生を平日昼間の試合に招待した。（パルセイロレディース）
　・学校数：28校
　・参加人数：約4,000人

○スポーツボランティアの場をつくりながら、生きがいづくりや仲間づくりを応援。

地域密着型プロスポーツチーム
ホームゲーム開催による経済波及効果

(1) 地域密着型プロスポーツチームとの連携

【施策２ スポーツを通じた交流拡大の推進】

◆多くの市民が市内の競技施設などでスポーツを観戦するとともに、スポーツを通じた交流人口の拡大を目指します。

施策の指標

施策２-１　地域密着型プロスポーツチームとの連携の推進

施策の指標
実績値

地域密着型プロスポーツチームの
ホームゲーム入場者数

○プロスポーツチームによる体験会を開催する。
　 ・出張スポーツ交流事業　　 　106回（パルセイロ 41回、ブレイブウォリアーズ 45回、ボアルース 20回）

○ホームタウンデー等のイベントの実施
　 ・ホームゲーム観戦交流事業

○ホームゲーム会場やチームのHPなどの広報物において、周辺観光スポットへの立ち寄りや消費の促進、地元産品な
どのPRを検討・実施する。（商工労働課・観光振興課）

○長野市、長野商工会議所、ＡＣ長野パルセイロの３者による「長野市ホームタウン包括連携協定」に基づき、スポーツ
を通じた情報発信やスポーツ振興を推進する。

〇キッズドリームデー、ドリームスクールデーによる市内小学生の観戦招待

○スポーツボランティアの場をつくりながら、生きがいづくりや仲間づくりを応援する。

○ホームタウンNAGANOまちづくり連携ビジョンを推進する。
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令和７年度実績

第三次長野市スポーツ推進計画　施策の展開と具体的な取組状況（令和８年度）　（課名の記載のない取組はスポーツ課が実施）

施
策

方
策

具体的な取組み（事業）
進捗状況

令和８年度計画

資料１

現状値 目標値

R2 R8 R3 R4 R5 R6 R7 R8

5回 10回 8回 10回 12回 12回 13回

①

大規模施設を有効活用した国際大会や全国大会の誘致・
開催

　ａ 冬季スポーツ大会の実施

　ｂ 集客型スポーツ大会、プロスポーツ等の試合開催

　ｃ 様々な競技の全国大会等の実施

　ｄ 交流人口の拡大

①

宿泊滞在型のスポーツイベントの継続開催

　ａ 宿泊滞在型のスポーツイベントの継続開催

②

関係団体との連携

　ａ ながの観光コンベンションビューロー等と連携した宿
泊滞在型のスポーツイベントの誘致・開催

①

国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会に向けた機
運醸成

　ａ 開催準備の推進

○国際大会や全国大会を誘致・開催した。
　 ・第27回長野マラソン・第21回長野車いすマラソン大会（4月20日）
　 ・2025オリンピックデーラン長野大会（11月1日）
　 ・第46回全国中学校スケート大会（1月31日～2月3日）
　 ・第32回全日本スピードスケート距離別選手権大会（10月24日～26日）
　 ・第93回全日本アイスホッケー選手権大会（12月18日～21日）
　 ・第93回全日本スピードスケート選手権大会（12月26日～28日）

○ながの観光コンベンションビューローや各競技団体等と連携して大規模大会を誘致・開催した。（観光振興課）
　 ・第66回社会人野球JABA長野大会（4月23日～27日）
　 ・第5回全日本大学軟式野球選抜大会（8月17日～22日）
　 ・第22回松代藩文武学校旗争奪全国中学校選抜剣道大会（5月17日～18日）
　 ・第30回全国ジュニアゲートボール大会（８月１日～３日）
　 ・第68回東日本医科学生総合体育大会バスケットボール競技（８月４日～１０日）
　 ・第3３回全国中学生空手道選手権大会（８月１５日～１７日）
　 ・第42回全国高等学校体操競技選抜大会（３月24日～25日）

　
○長野マラソン、長野車いすマラソン、全国中学校スケート大会等を開催した。
　 ・第27回長野マラソン・第21回長野車いすマラソン
　 ・第46回全国中学校スケート大会

(1) 国際大会や全国大会などの誘致・開催

(2) 宿泊滞在型のスポーツイベントの促進

施策２-２　国際大会や全国大会などの誘致・開催

施策の指標
実績値

　
○ながの観光コンベンションビューローや各競技団体等と連携して、大規模大会の誘致を推進した。（観光振興課）
　 ・第66回社会人野球JABA長野大会（4月23日～27日）
　 ・第5回全日本大学軟式野球選抜大会（8月17日～22日）
　 ・第68回東日本医科学生総合体育大会バスケットボール競技（８月4日～10日）

〇関係団体・期間、県並びに市町村が一丸となって開催準備を推進
　 ・第82回国民スポーツ大会・第27回全国障害者スポーツ大会長野市準備委員会から信州やまなみ国スポ・全障ス
ポ長野市実行委員会への改組（10月15日）

(3) 令和10年（2028年）の国民スポーツ大会等に向けた機運醸成

国際大会・全国大会等の開催数

　
○ながの観光コンベンションビューローや各競技団体等と連携して、大規模大会の誘致を推進する。（観光振興課）
　 ・第67回社会人野球JABA長野大会
　 ・第６回全日本大学軟式野球選抜大会（開催予定）
　 ・第１９回中部オープン中学生柔道大会（開催予定）

〇国スポ・全障スポ推進課から国スポ・全障スポ事務局への移行

○国際大会や全国大会を誘致・開催する。
　 ・第28回長野マラソン・第22回長野車いすマラソン大会
　 ・2026オリンピックデーラン長野大会
　 ・第47回全国中学校スケート大会
　 ・第３３回全日本スピードスケート距離別選手権大会

○ながの観光コンベンションビューローや各競技団体等と連携して大規模大会を誘致・開催する。（観光振興課）
　 ・第67回社会人野球JABA長野大会
　 ・第６回全日本大学軟式野球選抜大会（開催予定）
　 ・第１９回中部オープン中学生柔道大会（開催予定）
　

　
○長野マラソン、長野車いすマラソン、全国中学校スケート大会等を引き続き開催する。
　 ・第28回長野マラソン・第2２回長野車いすマラソン
　 ・第47回全国中学校スケート大会
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令和７年度実績

第三次長野市スポーツ推進計画　施策の展開と具体的な取組状況（令和８年度）　（課名の記載のない取組はスポーツ課が実施）

施
策

方
策

具体的な取組み（事業）
進捗状況

令和８年度計画

資料１

現状値 目標値

R2 R8 R3 R4 R5 R6 R7 R8

2回 3回 1回 5回 4回 4回 4回

①

長野オリンピック・パラリンピック冬季競技大会を契機と
した有形無形の財産の活用

　ａ ＪＯＣと長野市で締結した「パートナー都市協定」の活
用
　
　ｂ 長野オリンピックミュージアムからの情報発信
　
　ｃ 国内トップレベルの大会や国際大会の開催（再掲）

　ｄ 一校一国運動の継続

　ｅ 市民ボランティアとの連携と新たな担い手参加の推
進

　ｆ ＮＡＧＡＮＯパラ★スポーツデーの開催（再掲）

　ｇ アスリートと楽しむスポーツ教室（再掲）

　ｈ パラウェーブＮＡＧＡＮＯとの連携（再掲）

①

開催都市間の連携
　ａ オリンピック都市世界連合との連携

　ｂ 令和12年（2030年）冬季オリンピック・パラリンピッ
ク招致活動への協力

○ボブスレー・スケルトン・リュージュ競技に関するスパイラルの使用承諾や、「北海道・札幌2030オリンピック・パラ
リンピックプロモーション委員会」への市長の参加等により招致活動への協力を行ったが、令和５年度に札幌市がオリ
ンピック・パラリンピック招致活動を停止した。

○教室やイベント等の開催、情報発信により、長野オリンピック開催から培ってきたオリンピック・パラリンピックムー
ブメントを継承、推進した。
　 ・第27回長野マラソン・第21回長野車いすマラソン大会（4月20日）
　 ・2025オリンピックデーラン長野大会（11月1日）
　 ・オリンピック教室（5月15,16日：東部中学校、5月21日：市立長野中学校、10月23,24日：柳町中学校）
　 ・第52回NAGANOスポーツ・パラスポーツフェスティバル（10月19日）

○国際交流活動を通して、相手国のことを理解するとともに、日本の文化や長所を理解する学びを継続した。（観光振
興課）

○川中島中学校の一校一国運動の相手国であるデンマークのツロロ校との交流再開に向けて引き続き検討した。
（学校教育課）

○オリンピック・パラリンピック教育実施校の経験を踏まえた各校の取組を支援した。（学校教育課）
　 ・「食べて学ぼう！世界の食文化！」（学校給食を通した異文化理解推進）　年間２回
　 ・「わくわく！オリパラスポーツ」　年間24講座（31学級）
　 ・「パラウェーブNAGANO」実施に向けた県障がい者支援課との連携

○長野マラソンで学生ボランティアを募集した。

(1) オリンピック・パラリンピックムーブメントの継承

(2) 開催都市間の連携

施策２-３　オリンピック・パラリンピックムーブメントの推進

施策の指標
実績値

オリンピック・パラリンピックムーブメント事業の開催数

○教室やイベント等の開催、情報発信により、長野オリンピック開催から培ってきたオリンピック・パラリンピックムー
ブメントを継承、推進する。
　 ・第28回長野マラソン・第22回長野車いすマラソン大会（４月19日）
　 ・2026オリンピックデーラン長野大会（11月3日）
　 ・オリンピック教室（６月９,10日：櫻ヶ岡中学校、７月９,10日：東北中学校、11月５,６日：裾花中学校）
　 ・第53回NAGANOスポーツ・パラスポーツフェスティバル（10月18日）
　 ・スピードスケート国際大会等の開催（予定）

○国際交流活動を通して、相手国のことを理解するとともに、日本の文化や長所を理解する学びを継続する。（観光
振興課）

○川中島中学校の一校一国運動の相手国であるデンマーク（ツロロ校）との交流を引き続き検討する。
（学校教育課）

○オリンピック・パラリンピック教育実施校の経験を踏まえた各校の取組を支援する。（学校教育課）
　・「食べて学ぼう！世界の食文化！」（学校給食を通した異文化理解推進）　年間２回
　・「わくわく！オリパラスポーツ」年間48講座（66学級）
　・「パラウェーブNAGANO」実施に向けた県障がい者支援課との連携

○長野マラソンで学生ボランティアを募集する。

○ボブスレー・スケルトン・リュージュ競技に関するスパイラルの使用承諾や、「北海道・札幌2030オリンピック・パラ
リンピックプロモーション委員会」への市長の参加等により招致活動への協力を行ったが、令和５年度に札幌市がオリ
ンピック・パラリンピック招致活動を停止した。
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第三次長野市スポーツ推進計画　総括

現状値 目標値 実績値 関係課

R2 R8 R3 R4 R5 R6 R7

施策１　だれもがスポーツを楽しめる環境づくりの推進

スポーツ実施率 59.9% 65.0% 62.3% 60.7% 63.8% 58.8% 54.3%

　 国の第2期スポーツ基本計画を準拠。前回目標値を継続 -

施策1-1　スポーツ人口の拡大

スポーツ教室の参加者数 1,266人 1,330人 1,393人 1,373人 1,425人 1,599人 1,582人

　 参加者数（R2）の約5％増加を見込んだもの
スポーツ課、観光振興課、保育・幼稚園課、学校教育課、こ
ども・若者政策課、商工労働課、高齢者活躍支援課、健康
課、家庭・地域学びの課、地域包括ケア推進課

施策1-2　地域における自主的なスポーツ活動の促進

総合型地域スポーツクラブの会員数 1,091人 1,150人 1,267人 1,209人 1,446人 1,479人 確認中

　 会員数（R2）の約5％増加を見込んだもの スポーツ課、家庭・地域学びの課

施策1-3　スポーツを通じた共生社会の実現

ＮＡＧＡＮＯパラ★スポーツデーへの参加者数 400人 1,000人 延期 470人 480人 229人 178人

　 当初（H29）の目標値を継続
スポーツ課、健康課、高齢者活躍支援課、家庭・地域学びの
課、地域包括ケア推進課、障害福祉課、学校教育課

施策1-4　競技スポーツの普及と競技力の向上

競技団体の登録者数 18,120人 19,000人 19,036人 17,886人 16,456人 16,506人 確認中

　 登録者数（R2）の約5％増加を見込んだもの スポーツ課

施策1-5　スポーツ施設の適正配置・長寿命化と管理・運営

スポーツ課

施策2　スポーツを通じた交流拡大の推進

19.6億円 41.3億円 19.6億円 23.0億円 33.0億円 41.3億円 38.7億円

-

施策2-1　地域密着型プロスポーツチームとの連携の推進

 地域密着型プロスポーツチームのホームゲーム入場者数 79,408人 366,000人 90,882人 112,473人 155,712人 213,626人 216,495人

　 各チームが目指す入場者数の合計 スポーツ課、商工労働課、観光振興課

施策2-2　国際大会や全国大会などの誘致・開催

国際大会・全国大会等の開催数 5回 10回 8回 10回 12回 12回 13回

　 前回目標値を継続 スポーツ課、国スポ・全障スポ事務局、観光振興課

施策2-3　オリンピック・パラリンピックムーブメントの推進

オリンピック・パラリンピックムーブメント事業の開催数 2回 3回 1回 5回 4回 4回 4回

　 オリンピックデーラン、オリンピック教室、NAGANO
　 パラ★スポーツデーの継続開催によるムーブメントの推進

スポーツ課、観光振興課、学校教育課

オリンピック施設の長寿命化工事や国スポ・全障スポに伴う施設整備、社会体育館をはじめとした市内スポーツ施設の利便性改善のための修繕等を行ったほか、長期的な維持管理を見据
えた施設の有料化について協議を重ねた。引き続き施設の状況や利用者ニーズを踏まえながら、適切な施設運営を進める。

国のスポーツ基本計画におけるスポーツ実施率（週一回以上）が、第2期：65％➡第3期：70％と設定される中、本計画期間における実施率はいずれも目標値を下回る結果となった。国の
調査はいずれも上回っているが、本市として全世代で減少傾向となっており、R7では特に20代、60代が大きく減少した。

ミズノマルチスポーツ体験会が終了するなど、実施事業を再編しながら、多世代向けに様々なスポーツ教室を実施し、参加者数の目標を達成した。さらに、戸隠スキー場での小学生以下の
リフト無料やエムウェーブでの市内小・中学生の滑走料無料など、スポーツに親しむ機会を提供した。別途実施したアンケートの結果や、実際の事業実績から、全体的な情報発信力を強化す
る必要がある。

会員数は目標達成となったが、上記アンケートの結果からは、全体的な総合型地域スポーツクラブの認知度が低く、部活動の地域展開など関係のある層に情報が偏っている可能性が推察
された。クラブや県と連携しながら、イベントへの参加や市共催の教室開催により、認知度の向上、会員数の更なる増加を図る。
また、公民館や交流センターと連携してスポーツ教室を開催し、今後も継続することで地域のスポーツ活動を促進する。

計画期間中にNAGANOパラ★スポーツデーをNAGANOスポーツ・パラスポーツフェスティバルに統合するなど、障害者スポーツ普及・振興に取り組んだが、参加者数の目標値に対して
大幅な未達となった。上記アンケートではパラスポーツに関わったことがないという回答が多く、講座開催やイベント等の積極的な情報発信により、パラスポーツの普及を図る。
また、コロナ禍を経て実施形態を変えながら、生活習慣病予防等健康増進のための講座を開催した。

団体登録者数の目標値は未達となったが、スポーツ協会や各団体に補助金や激励金を交付して取組を支援し、プロスポーツチームと連携して教室等を開催し、競技の普及や競技力の向上
を図った。

経済波及効果と同様、入場者数もブレイブウォリアーズ以外は目標値に届いておらず、目標値を精査したうえで関連事業を実施し、情報を発信する。また、キッズドリームデー（ブレイブウォ
リアーズ）やドリームスクールデー（パルセイロL）、出張スポーツ交流事業などを通して、特に子どもたちにスポーツを「する」「観る」機会を提供しており、継続して取り組むことで、スポーツ
人口、交流人口の拡大につなげていく。

目標の開催数を達成した。オリンピック関連施設の長寿命化工事や、国スポ・全障スポに伴う施設改修、全中スケート後継大会等の大型スポーツイベントの実施見込等、市内における利用
可能施設の状況を踏まえながら、次期計画の目標値を設定する。

各事業を通してオリンピック・パラリンピックムーブメントの継承に取り組み、事業数の目標値を達成した。次期計画中に長野オリンピック・パラリンピック開催から30年を迎え、大会を知ら
ない世代が増えていくことからも、直近実績等をもとに目標値を再検討し、継続して活動に取り組んでいく。

　 ホームゲーム入場者数の目標規模に合わせて
　 シミュレーションを行ったもの

 地域密着型プロスポーツチームホームゲーム開催による経済波及効果

経済波及効果の数値は上昇傾向だが、現状目標値に到達したのはR6のみであり、チームとしても目標値に達しているのは信州ブレイブウォリアーズ（バスケットボール）のみとなっている。
Jリーグの秋春制への移行やBリーグのBプレミア開幕など、各競技でのリーグ改革に伴う、アウェイ側含めた観客動員数の増加に期待感もあり、最新の実情を踏まえて目標値を各チーム
と精査し、関連事業の実施や情報の発信を通して、目標値達成に貢献する。

資料１
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